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学習目標と狙い

これまでの自社の「会議の在り方」を打破し、成果を出すための「会議」を実
行できるようになる。
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経営職上級管理職管理職中堅社員若手社員新入社員

まだまだ社内で実践するためには試行錯誤が必要ですが、少なくともこれまでの「何のために集まったんだ？」といったことは減ってきたように思います。

すべての階層で共通するコンピテンシー（ビジネス環境理解）

すべての階層で共通するコンピテンシー（グローバル）

すべての階層で共通するコンピテンシー（イノベーション）

すべての階層で共通するコンピテンシー（ビジネス環境理解）

第1回 会議の準備、問題の棚おろし(前編)
第2回 問題の棚卸し(後編)
第3回 戦略的フォーカス
第4回 戦略的道のり、担当と責任／マイルストーン
第5回 コミットメント、メジャーメント
第6回 進捗会議、問題解決
第7回 戦略プランの進化、会議のチューンナップ

【概要】
会議は経営(マネジメント)そのものです。多くの企業では、この重要な経営の場、つ
まり会議の場、での発言の95%は「コメントの交換」に使われています。
すごい会議をやり方をマスターすると「短期的で明確で共有共感された目標が立つ」
「目標を実現するための最適な役割と責任分担が明らかになる」「なにを誰がいつま
でに実行し成果を出すかが明らかになる」「解決策がわからない問題にシステマティ
ックにアプローチし解決できるようになる」といったことが手に入ります。
またこれらを実行する上で、「約束を尊重する」「問題の指摘だけをせずに提案をす
る」といった経営者が部下に期待していてなかなか手に入りにくいことが、全社レベ
ルで手に入れることができます。


